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 真駒内地域の４つの小学校（真駒内小学校、真駒内南小学校、真駒内曙小学校、真駒内緑小学校）

は、平成24年４月に新しい２つの小学校として生まれ変わる予定です。真駒内地域校名検討委員会

では、この新しい２つの小学校の校名案の検討を行ってきました。 

 

「真駒内地域校名検討委員会」は、南区真駒内地域に平成24年４月開校予定の小学校 

２校の校名案を「札幌市立真駒内
まこまない

公園
こうえん

小学校」、「札幌市立真駒内
まこまない

桜山
さくらやま

小学校」 

とする意見書を、平成 22年 11月２日に、日野誠一委員長から札幌市教育委員会の北原

敬文教育長に提出しました。 

今回の校名案決定をもって、「真駒内地域校名検討委員会」における検討は終了となり、

今後は、学校・地域・保護者・教育委員会等が連携して、新しい２つの小学校の開校準

備を進めていくこととなります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

真駒内地域校名検討委員会ニュース 

新しい２つの小学校の校名案が決定しました 

2010.11.17 第３号      真駒内地域校名検討委員会 

左：北原教育長       右：日野委員長 

「真駒内地域の統合校の校名案に関する意見書」の内容については、 

２頁に掲載しています。 

■ 意見書手交式の様子 ■ 
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（１）北部統合校の西側に位置する「真駒内公園」と、南部統合校の東側に位置する「桜

山」（真駒内保健保安林）は、ともに真駒内地域を象徴する場所であるとともに、

子どもたちの多様な学習の場であり、市民にも広く親しまれている。 

   また、「桜山」には「真駒内」という地域名を冠することで、学校の所在地が明確

となる。 

 

（２）「真駒内公園」や「桜山」を始めとする真駒内地域の豊かな自然の中で、やさしく

たくましく、世界にはばたく子どもたちを育み、地域から愛される学校になって

ほしいとの願いを込めている。 

校 名 案 

意 見 書 の 内 容 

統合校（北部） 

選 定 理 由 

札幌市立 

真駒内
まこまない

公園
こうえん

小学校 真駒内公園 

真駒内曙小学校 

真駒内小学校 

真駒内緑小学校 

真駒内南小学校 

統合校（南部） 
札幌市立 

真駒内
まこまない

桜山
さくらやま

小学校 

桜 山 
（真駒内保健保安林） 
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第３回校名検討委員会（平成22 年10 月26 日開催）では、まず、前回絞り込んだ北

部と南部各４校名案の中から、各委員が最も望ましいと考える「校名案」とその「理由」

について述べ合いました。 

その中で、各委員からは、北部については、「真駒内公園小学校」、「真駒内五輪小学校」、

「真駒内若葉小学校」が望ましいとする意見がそれぞれ述べられ、南部については、全

員一致で「真駒内桜山小学校」が最もふさわしいとの意見が出されました。 

その後、北部の校名案について更に意見交換を重ねた結果、「真駒内公園小学校」が統

合校の校名として最もふさわしいとの意見で一致し、その結果を意見書として取りまと

めました。 

 

 

「真駒内公園小学校」及び「真駒内桜山小学校」 

○真駒内地域の豊かな自然の中で、子どもたちに大きく育ってほしい、という思いを

込めた校名としては、この２つの校名が最もふさわしい。 

○共に真駒内地域のシンボルであり、それらを校名とすることで、学校の所在地が明

確になる。 

○子どもや保護者、地域住民をはじめ、多くの人に親しまれている場所であり、真駒

内地域の学校名としてふさわしい。 

○子どもたちにとって、学習の場として馴染み深い場所である。 

「真駒内五輪小学校」 

○真駒内でオリンピックが行われたという歴史を、校名として残したい。 

○真駒内でオリンピックが開催されたことは誇りであり、真駒内といえばオリンピッ

クと言う方は多い。 

「真駒内若葉小学校」 

○真駒内地域の豊かな自然や子どもたちの成長をイメージさせる。 

○新しく生まれ変わる学校の校名としてふさわしい。 

今回の検討内容 

主な推薦理由 
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○真駒内地域の学校として、地域名である「真駒内」は学校名に必要である。 

○校名には、安易にひらがなを使うべきではなく、漢字表記とすべきだと思う。 

○校名は、「南北の組み合わせ」にこだわらず、南北それぞれの学校にふさわしい校名

を選びたい。 

○「五輪」は真駒内地域全体の財産。南北ど

ちらかの校名とするよりも、真駒内地域全

体で大切にしていきたい。 

○真駒内地域でオリンピックが開催されたと

いう歴史やその精神は、学習の場など、校

名以外の方法でも子どもたちにしっかりと

伝えていくことができると思う。 

 

 

■ 札幌市教育委員会より ■ 

真駒内地域校名検討委員会での校名案検討において、委員の皆様には、子どもた

ち、あるいは学校や地域への思いを込めて、様々な観点から熱心に議論していただ

き、また、児童・保護者・地域の皆様等からは、校名案に関するたくさんのご意見

をいただきました。心よりお礼申し上げます。 

今後は、皆様のご理解とご協力をいただきながら、平成24年４月の両校の開校に

向け、引き続き準備を進めてまいります。 

 ■真駒内地域校名検討委員会事務局 

  札幌市教育委員会 生涯学習部計画課（配置計画担当） 

  〒060-0002 札幌市中央区北２条西２丁目 ＳＴＶ北２条ビル５F 

  T EL 011-211-3836 ／ FAX 011-211-3837 
  E-Mail haichikeikaku@city.sapporo.jp 
 ※ この検討委員会ニュースは、札幌市教育委員会ホームページにも掲載しています。 

   （http://www.city.sapporo.jp/kyoiku/top/tekisei/koumei_kentou.html） 

「校名案」についての主な委員意見 


